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第 66回自動車技術会賞を受賞 

市光工業株式会社の"MonoLED" が自動車技術会賞 2016を受賞！ 

大手自動車部品メーカーの市光工業株式会社（本社：神奈川県伊勢原市、代表取締役社長：

オードバディ アリ、以下 市光工業）の標準 LED光源ユニット（MonoLED）が、自動車技術

会賞 2016を受賞しました。 

 

トヨタ、アルファードのクリアランスランプや新型プリウスのストップランプやリアフ

ォグランプなどに使われている、市光独自の標準 LED光源ユニット"MonoLED" が 4月

11日の PACE AWARD＊(北米 AutomotiveNews主催)受賞に続き、5月 26日、パシフィコ

横浜で行われた自動車技術会賞の発表セレモニーにおいて、低コスト、低消費電力、コン

パクトで汎用性の高いことが評価され、第 66 回自動車技術会賞を受賞しました。これによ

り"MonoLED"は日米両国で栄えあるダブル受賞を遂げた事になります。 

 

「自動車技術会賞」は 1951 年に自動車工学および自動車技術の向上発展の奨励を目的に設

けられ、自動車技術における多大な貢献・功績を認められた個人に贈られるものです。 

 今後も市光は、「未来の視界を創造しよう」をスローガンに、先進的な自動車用ランプ

技術とミラー技術の開発を進め、クルマ社会の安全に貢献して参ります。 

 

＊PACE Awardは、Automotive News社、Ernst & Young社、Transportation Research Center Inc.が主催し、年間に開

発された自動車関連のイノベーションに与えられる賞で、1995年から 20年以上続いている、世界最大級の名誉ある賞

です 

 



 

 



 

（参考） 

＜市光工業とは＞ 

市光工業株式会社は、1903 年創業以来、自動車用ランプとミラーの純正部品専門メー

カーとして、トヨタや日産をはじめとする国内すべての自動車メーカー及び、海外主要

自動車メーカーに製品を納入してきました。その歴史は長く、1932 年には初代ダット

サン（日産）へランプを装着し、日本初のプロジェクターヘッドランプや世界初の電動

格納ミラー、水銀フリーHIDヘッドランプや次世代の光源として注目されている LEDヘ

ッドランプなど独自の製品開発を主体的に行ってきました。これらの製品開発により、

今日では国内において、自動車用ヘッドランプで 12%、リアランプで 22％ミラーで 10%

の大きなシェアを誇っています。（2015年実績）。 

 

なお、今回の"MonoLED" の受賞については、開発者を代表し、弊社先行開発部の中野

勝昭が出席受賞しました。 

 

従来の実績 

バックミラーと安全性■著者： 牛田 達雄   

後方確認装置■著者： 堀井 佳勇   

前照灯配光評価プログラム（Ford の CHESS）の応用開発■著者： 中田 豊   

水銀フリーガスディスチャージヘッドランプの開発■著者： 高田 福夫、松原 昇 

自動車ランプにおける光技術と LED※フォグランプの開発■著者： 古郡正嗣、百々孝男、

増田 誠   

車載用 LED ランプの熱対策技術 ■著者： 菊池 和重   

グレアフリーハイビームシステム■著者： バルトムフ オリビエ、箕川 彰一 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

 一般の方からの問い合わせ先 報道関係からの問い合わせ先 

 市光工業株式会社 市光工業株式会社 
 経営企画室 松田 堺 広報担当 金子 
 TEL：0463-96-1442 TEL：080-6522-6840 
   


